[bookmark: _GoBack]ルーブリックによる評価手法について
[bookmark: _Hlk67387596][bookmark: _Hlk67402572][bookmark: _Hlk67402620]これまで，工業系高校では，形成的評価，ポートフォリオ評価，パフォーマンス評価などの語句を使うことは少なかったが，このような評価が潜在的に混在したものを用い工業教育を進めてきている。
実習で，製作学習の途中で到達度を評価して適切に指導し完成した作品を評価したり，生徒の学習成果の記録や作品を計画的にファイル等に集積し，そのファイル等を活用して生徒の学習状況を把握し評価したりといった教育活動を行っている。また，課題研究では，グループで話し合いをし，作品を製作したり，学習成果を発表したりするなど，多様な活動をしている。
さらに，品質管理の手法であるPDCAのサイクルは，学習指導の向上のために以前から取り組んでいる学校もある。
学校教育目標の策定，教育課程の編成・実施，評価，改善のPDCAのサイクルを通じて組織的・計画的に教育活動の質を向上させ，学習効果を高めることが重要である。この一連の取り組みが，カリキュラム・マネジメントである。
カリキュラム・マネジメントのうち，評価基準について，ルーブリックを用いた評価手法が大学で導入されつつある。工業系高校においては学校独自の評価手法が既にあると思うが，学習指導要領の改訂に伴い，評価基準を改めて見直す際の参考に，具体的なルーブリックの例をここに掲載する。学校の状況に応じて，参考にされたい。

ルーブリック（rubric）は，米国で1980年代に開発され，絶対評価のための判断基準表を意味する言葉として広く使われている。この基準表は，成功の度合いを示す数レベル（ここで示す例では4レベル）の尺度と，それぞれのレベルに対応するパフォーマンスの特徴を示した記述語（評価規準）からなるものである。
ルーブリックを作成し，活用，改善を図り，評価の標準化を進めることにより，教員の指導力を高め，授業改善を図ることができる。また，ルーブリックを教師と生徒が共有することにより，生徒の学習意欲の向上が期待できる。
ルーブリックが使われるようになったのは，ペーパーテストでは評価しにくい観点において，客観的で，高い妥当性と信頼性により評価できるからである。

[bookmark: _Hlk67332397][bookmark: _Hlk67332897]高等学校においては，生徒にさまざまな場面でも活用できるような知識・技術の習得など新しい時代に求められる資質・能力を育み，社会に送り出すことが重要な課題となっている。そのためには，これまでの教師からの一方向的な講義形式の教育と異なり，「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）の視点に立った授業改善を行うことが肝要である。つまり，学校教育における質の高い学びを通して，生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにする教育活動が必要である。
アクティブ・ラーニングは，体験学習や問題解決学習，調査学習などにおける対話や協働を通して「知識・技術」の定着を図り，「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえ，「主体的に学習に取り組む態度」を指導・評価するものである。表1に，学習指導要領が求める資質・能力の３つの柱と各指導書で示す学習評価の3観点の関係を示す。

[bookmark: _Hlk67652294]表1　学習指導要領が求める３つの柱と各指導書で示す学習評価の3観点の関係
	学習指導要領の求める３つの柱
	「知識および技能」
	「思考力，判断力，表現力等」
	「学びに向かう力，
　　　　人間性等」

	各指導書で示す
学習評価の３観点
	「知識・技術」
	「思考・判断・表現」
	「主体的に学習に
取り組む態度」



「知識・技術」の評価の方法は，ペーパーテストにおいて知識の習得を図るとともに，観察・実験をしたり，式やグラフで表現したりするなど，実際に知識や技術を用いる場面を設け，多様な方法を取り入れる必要がある。
「思考・判断・表現」の評価の方法は，ペーパーテストのみならず，論述やレポートの作成，発表，グループでの話し合い，作品の製作や表現等の多様な活動を取り入れたパフォーマンス評価や，それらを集めたポートフォリオを活用したりするなどの工夫をすることが大切である。
また，「主体的に学習に取り組む態度」の評価の方法は，ノートやレポートなどにおける記述，授業中の発言，教師の行動観察や，生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。
このようなパフォーマンス評価やポートフォリオ評価などの数値で表せない評価手法によって得られた結果を，ルーブリックを活用し数値化することにより，公正な評価が期待できる。
ルーブリックを用いると，評価者による評価の偏りが少なくなり，明示された評価基準によって細かな評価をすることができる。
ここでは，教師用と生徒用のルーブリックの例をいくつか掲載しているが，同じ単元（題材）で教師用と生徒用を作成すると，教師と生徒は互いに到達度合を共有することにより，生徒の学習意欲が向上することが期待できる。また教師間，生徒間でも相互評価により到達度を共有でき，お互いの信頼性が向上する。
絶対評価を行うためには，評価基準を明確化し，生徒の成長を多面的な評価観点からとらえていく必要がある。保護者に対する説明責任を果たすためにも，評価結果を説明する必要がある。

次に示す表2～7のルーブリックは，座学系や製図系の評価として，教科書「製図」「機械設計」「電気回路」の一部の単元を対象とした例である。ルーブッリクを作成したい各科目の項目に合うように変更したり，各学校・生徒の実態に合せたりするなど，記入欄等を工夫し作成するとよい。とくに相互評価欄は，グループの人数分の欄が必要となるため，別途，評価シートを作成するなど対応されたい。
なお，内容はできるだけ具体的にすることで，教師にとっては評価しやすく，生徒にとっては目的が明確なルーブッリクとなるので，例を元に作成する場合はそのような観点で工夫されたい。
とくに，到達目標を具体的につかめる評価基準となるように配慮し，誰が読んでも明らかな評価基準にすることが望ましい。
　座学系・製図系のルーブリックの例
[bookmark: _Hlk67481695]　表2：「　製　図　」第1章　製図の基礎　　　6節「立体を平面で表す方法」　　（教師用）
表3：「　製　図　」第1章　製図の基礎　　１１節「大きさの表し方」　　　　　（生徒用）
表4：「　製　図　」第2章　製図の応用　　　２節「いろいろな断面図の表し方」（生徒用）
表5：「　製　図　」第3章　機械要素の製図　６節「歯車の製図」　　　　　　　（教師用）
表6：「機械設計１」第3章　材料の強さ　　　６節「はりの曲げ」　　　　　　　（教師用）
表7：「電気回路２」第7章　三相交流　　　　１節「三相交流の基礎」　　　　　（教師用）

生徒用と教師用のルーブリックは，基本的には同じ表でよいが，生徒にとって理解しにくい場合は，生徒用がよりわかりやすい内容のものを作成するとよい。
上記の例以外にも，以下に示すルーブリックの例を示すので，参考にされたい。表２～7と同様に，各学校・生徒の実態に合せたりするなど，記入欄等を適宜修正して使用するとよい。

実習・課題研究・「主体的・対話的で深い学び」的課題のルーブリックの例
表８：「機械実習」　旋盤作業　段付き丸棒の切削　　　　　　　　　　　　　　　（教師用）
表９：「課題研究」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教師用）
　表10：「主体的・対話的で深い学び」的課題の一つである調べ学習　　　　　　　　（教師用）

教師の評価欄を設ける場合は，評価の観点を記入し，生徒に戻すことで次の授業の意識づけや学習に遅れがちな生徒への対応にも効果がある。
ルーブリックは，教師の評価だけでなく，生徒の自己評価，グループでの生徒同士の相互評価などにも活用することができる。
生徒の自己評価は，自分を客観視し，学習を振り返ることで，知識の定着と学習意欲の向上が図れる。活用方法としては，授業の導入でルーブリックを配布し，内容を説明して身に付ける力を確認し，学習の目標を明確にする。授業展開で考え方の具体的な視点を与え，意識を高めながら授業に取り組む。まとめで振り返りをして，どの程度，力が身についたか到達度を意識させる。授業終了後にルーブリックに記入させる。ルーブリックは，段階的に基準を示しているので，生徒にとっては，次の段階に進むための学習の指針になる。
また，ルーブリックを作成し教師と生徒が共有することにより，生徒は学習の振り返りで到達度を向上させるにはどうすればよいか理解でき，主体的に学習に取り組む態度の向上が期待できる。教師の評価に信頼が高まり，相互の信頼関係の向上にもつながる。
さらに，生徒の相互評価を効果的に活用して，グループでの主体的・対話的で深い学びを深めることが期待できる。生徒同士の相互評価は，自己評価の信頼性を向上させための気づきにもつながる。
このように，教師の評価，生徒の自己評価，相互評価を行うにあたり，ICT（情報通信技術：Information and Communication Technology）機器を活用し，授業実践における評価と指導を同時に行う指導方法なども工夫されたい。
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